『白氏文集』の成立過程と日本への渡来
	西暦
	年齢
	　白居易の経歴　　　○主要作品　　　　　■『白氏文集』の成立過程　
	白氏詩文の日本への渡来
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	才識兼茂明於体用科に及第　盩厔県尉　○「長恨歌」
京兆府試官　集賢殿校理　翰林学士
制策考官　左拾遺　翰林学士　楊氏と結婚
　長女金鑾の誕生　　　　　　　　　　○「新楽府」五十首
京兆戸曹参軍　　　　　　　　　　　　○「秦中吟」十首
　母陳氏の死去　服喪　金鑾死去
除服　太子左賛善大夫
江州司馬に貶謫　　　　　　　　　　　○「与元九書」　■詩集十五巻（自撰）
　次女阿羅の誕生　　　　　　　　　　○「琵琶引」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　○「草堂記」
忠州刺史
司門員外郎　主客司郎中　知制誥
中書舎人　知制誥
杭州刺史
太子左庶子　　　　　　　　　　　　■『白氏長慶集』五十巻
蘇州刺史
病気休暇
秘書監
刑部侍郎　病気休暇　　　　　　　　■『後集』五巻
太子賓客分司　阿崔の誕生　　　　　　　　　　■『元白唱和因継集』十六巻
河南尹　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  『劉白唱和集』二巻
　阿崔死去
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■『劉白唱和集』三巻
太子賓客分司
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■『劉白唱和集』五巻
同州刺史を辞退　太子少傅分司　  　■『白氏文集』六十巻（江州東林寺）◎
　　　　　　　　　　　　　　　　　■『白氏文集』六十五巻（洛陽聖善寺）
　　　　　この間、白居易自身による推敲、随時行わる
　　　　　　　　　　　　　　　　　■『白氏文集』六十七巻（蘇州南禅院千仏堂）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■『香山寺洛中集』十巻
病気休暇　太子少傅を退任　　　　　　　　 （随時、日本へ渡来）
刑部尚書を以て致仕　　　　　　　　■『白氏文集』後集十巻（江州東林寺）◎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （随時、日本へ渡来）
　　　　　　　　　　　　　　　　　■『白氏文集』七十五巻
死去
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （随時、日本へ渡来）
	
839　太宰少貳藤原岳守、唐貨物中より『元白詩筆』を得て献上（『文徳実録』巻三）。同じ頃、円仁、揚州にて「任氏怨歌行一帖」等の白氏詩文を入手（「慈覚大師在唐送進録」）。
844　恵萼、蘇州南禅院にて『文集』六十七巻を書写。
845  5月、円仁、長安を出発。
「金沢文庫本」へ　
848　円仁帰朝。『白家詩集』六巻を将来（「入唐新求聖教目録」）。


年表中、◎を付した江州東林寺の六十巻・十巻（合わせて七十巻）が流布、これが現行諸刊本の祖本となった。岡村繁「『白氏文集』の旧鈔本と旧刊本」（『『東方学会創立五十周年記念　東方学論集』1997年、東方学会）を参照。
『白氏文集』の日本への将来時期については、太田晶二郎「白氏詩文の渡来について」（『太田晶二郎著作集　第一冊』1991年、吉川弘文館。初出は『国文学　解釈と観賞』第21巻第6号）を参照。








